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　経時的骨シンチグラムと骨x線所見とを対比して溶

骨性病巣の解析を試みた。

　99　M　Tc－MDPを15　mCi急速静注し，シンチカメラを用

いて，病巣部を中心に静注10秒から30分迄経時的な

シンチグラムを撮像した。一部の症例については核医

学データ処理装置を用い，mPMTc－EHDP　15mOi急速静

注直後から10秒毎29分間174フレームの経時的デー

タをディスク記憶装置へ収録し，病巣部と正常部位の

ROエを設定し，摂取曲線を得た。同時にDyrlaJnicゴ皿一

agerを用いて静注5秒より50秒までは5秒毎に10フ

レーム，1分からは10フレームのイメージをえた。

さらに，3時間後にdelayed　scintigraphyを行い，各

シンチグラムを動肱相，静腺相，血液プール相（1～

5分），earユy相（5～20分），de！ayed相に区分し

，骨x線所見と対比した。

　対象は原発性悪性骨腫瘍7例，転移性骨腫瘍13例

線維性骨形成異常症1例，骨壊死2例並びに解離性骨

軟骨炎1例の計24例である。

1．経時的変化をみることにより，病巣部の血管増生

の程度がうかがわれた。

2．悪性骨腫瘍は，全例2分までに集積像がえられた。

3．良性骨疾患では，10分後に集積がみられ遅延して

いるが，骨壊死では静腺相より集積があり，病期によ

り集積の程度に違いがみられた。

4．シンチグラムで欠損像として描画される溶骨性病

巣の大きさは2cm以上であった。2cm以下の溶骨性病

巣は陽性像として描画されたが，溶骨性病巣2㎝で辺

縁部に造骨性変化を伴つていない場合は正常集積を呈

した。しかし，線維性骨形成異常症や悪性巨細胞腫で

は溶骨性病巣が2㎝以上でも陽性描画がえられた。

　骨シンチグラムに初期imageを追加することにより

，骨病巣の血管増生の状態が類推され，骨病巣部の診

断に有意義な情報がえられる。さらに，時間的なRユの

集積性の相違を利用することにより，溶骨性病巣の良

性・悪性の鑑別もある程度推察される。

　99Mlb一リン酸化合物は、悪性骨腫瘍や一部の良性骨

腫瘍に強く集積し、切除範囲の決定、治療効果の判定

や癌の骨転移の早期発見等に有効とされているが、そ

の集積機序や集積分布は十分解明されていない。そこ

で今回、骨腫瘍における9inlb一リン酸化合物の集積分

布を以下の如く調べた。

　99鴫一MDP10mciを静注し、3時間後に東芝製GCA

401型シンチカメラを用いて骨シンチグラフィを行な

った。次に腫瘍切除後、切除塊全体のシンチグラムと

約1　cmの厚さに縦切した大切割標本のシンチグラムを

作り比較した。ついて切割標本において、肉眼的にみ

て腫瘍より離れた部位、腫瘍周辺部位、腫瘍中心部位

や腫瘍の壊死部の各部位より1　cm立方の組織片を採取

し、重量測定後、ウエルタイプシンチレーションカウ

ンターにて測定し、単位体積・単位重量あたりの集積

比を調べた。さらに各部位のH・E・染色標本を作成し

て組織学的検索を行なった。対象は骨巨細胞腫3例、

骨肉腫、骨軟骨腫と線維性骨腫瘍の各2例、軟骨肉腫、

癌の肋骨転移の各1例ですべて健常部を含めて切除し

えた11症例である。なお4症例には、テトラサイクリン

を術前に投与し、その標識部と99鴫一リン酸化合物の

集積部とを比較した。

　骨巨細胞腫、軟骨肉腫、癌の肋骨転移や線維性骨腫

瘍では、腫瘍中心部はたとえ血管の増生があっても
99
鴫一リン酸化合物の集積は少なく、腫瘍辺縁から周

辺の反応性骨形成のある部位に99鴫一」ン酸化合物の集積

が多かった。また腫瘍よりかなり離れた健常部の骨や

筋肉と腫瘍内の壊死部位には集積は少ないが病的骨折

部では集積が多かった。骨肉腫症例では腫瘍細胞のみ

で骨形成のみない部位では99、一リン酸化合物の集積

は少ないが腫瘍性骨形成部位や軟骨組織部の石灰化・

骨化の著明なところに集積が著明であった。骨軟骨腫

では軟骨基質にて骨化・石灰化が著明な部位では㌔

一 リン酸化合物の集積が多いが、軟骨組織のみの軟骨

帽部には少なかった。

　テトラサイクリン標識像では、99°略一リン酸化合物

の集積分布と同様に腫瘍性骨形成部や軟骨基質の骨化

・石灰化部や腫瘍辺縁・周辺の反応性新生骨形成部に

強いテトラサイクリンの蛍光を示した。
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